
第２回県立高校教育振興会議での中高一貫教育校に関する主な意見 

積極的な意見 慎重な意見 その他 

・社会を変革するリーダーの育成には、全人格的な教育が

必要であり、積極的に検討すべき。 

・探究科学科での学びを中学段階から学ぶ富山県独自の中高

一貫校を模索すべき。 

 

・全県が通学対象区域となる県立中学校を作ると、市町村立

中学校の学級編制等に影響が出るので慎重に考えるべき。 

・全国的に、中山間地域や東京以外では設置が進んでおらず、

ニーズが乏しいのではないか。 

・小学校でリーダーとして活躍している子どもたちが中高

一貫校に行くと、近隣の中学校のレベル低下を危惧する。 

・中学校段階では、郷土愛を育むことが大事であり、地元で

学んだ方が効果が大きい。 

・中高一貫校設置により発生する教育上の問題を確認しつつ

議論すべき。 

・少子化が進む中で、中高一貫校が他の公立中学校に与える

影響を十分に配慮すべき。 

・県内３校の探究的な学科の取組みをより充実することに

力を入れた方がよい。 

・生徒が減る中、中高一貫校が子どもを吸収すると、市町村

の義務教育はどうなるのか。慎重に検討せざるを得ない。 

・高校再編を行った上で、次の段階として、中高一貫校に

ついて議論すべき。 

・リーダー育成の視点は必要だが、中高一貫校の議論は時期

尚早ではないか。 

・連携型の中高一貫校はあまり意味がないと思う。 
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